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（1）都市計画マスタープランの改定にあたって

都市計画マスタープランは、区が策定するまちづくりの基本計画（方針）です。まちづく
りの目標は、区民にとって安全で快適な、住みやすく、魅力あるまちをつくることです。

そのため、前都市計画マスタープラン策定の
際は、練馬区で初めての試みとして、区民意見
を反映するため主体的活動を通じた区民参加を
実施しました。

今回の改定では、改定の方針に基づき、練馬
区まちづくり条例（平成17年12月練馬区条
例第95号）の規定に基づく意見聴取の他、区
民意見交換会等様々な区民参加の機会を設けま
した。

（2）区民意見の聴取

ア　区民意識調査
区民の方3,000名（無作為抽出）を対象に、まちの現状やまちづくりについてのアンケ

ートを実施しました。
「まちのにぎわいや楽しさ」、「電車やバス、自転車などの利用しやすさ」、「道路の歩きや

すさや快適性」、「地域の安全・安心」、「地域の自然環境」、「省エネルギー対策」、「地域の暮
らしや環境」等、都市計画マスタープランの分野別まちづくりの方針に沿った23項目につ
いてお聞きしました。

イ　ワークショップ（ワールドカフェ）
練馬まちづくりセンター主催のまちづくり活動助成の

中間報告会終了後に、まちづくり活動団体の方に参加いた
だきました。

ワールドカフェというワークショップの手法を使い、
「ねりまのまちの今・これから」について、グループに分
かれ話合いをしました。

改定の経緯（区民意見の聴取）

【改定の方針】

社会経済情勢の変化等に対応する

基本的な内容を踏まえ、わかりやすくする

多様な方法で区民の意見を反映する

カフェのような雰囲気の中、
みんなで練馬のまちの今やこれからを

語り合ってみませんか？

日時：平成 24 年 11 月 4 日（日）午後 15 時 40 分～17 時
場所：練馬区職員研修所
　　　　　練馬区豊玉北５－２７－２　練馬駅より徒歩約 10 分　
　　　　　

ワールドカフェで
練馬のまちを語ろう！

　　ワールド・カフェとは？
話し合いの方法の１つです。
各テーブルに１つずつ「お題」を用意しますので、
皆さんは自分の気に入ったお題を選び、飲み物を
片手にフランクに話し、交流します。
時間がたったら全員が別のテーブルに移動しま
す。それを 2～3 回繰り返し、複数のテーマにつ
いて話し合います。
カフェマスターがみんなで話し合えるように場を
つくり、模造紙に記録します。

　お題と内容（予定）

★まちでの移動
★災害への備え
★農のある暮らし
★まちの美しさ、心地よさ
★みどり・みず・生き物
★マチアソビ、まちのにぎわい
★脱・地球温暖化

　語り合った結果は？
区が目標とするまちの将来像などを描いた「都市計画
マスタープラン」の見直しを平成 24 年度からの 3 年
間で行うこととしました。
結果は、都市計画マスタープラン見直しの内容を検討
するための資料とさせていただきます。

練馬まちづくりセ
ンターのまちづく
り活動助成事業
中間報告会との
合同イベントです

✿今はどうなってる？

✿これからどうなったらいい？

✿そのためには何をやったらいい？

問い合わせ・申込については裏面をご覧ください。

ワールドカフェ募集ちらし
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ウ　まちづくり関係団体等の意見聴取
まちづくり活動助成（練馬まちづくりセンター事業）を受けている団体を中心に、まちづ

くり関係団体へのヒアリングを、都市計画マスタープラン実施状況報告書の公表に合わせ行
いました。

都市計画マスタープラン実施状況報告書、都市計画マスタープランの改定、今後のまちづ
くりの進め方などについて、ご意見をいただきました。

エ　練馬区都市計画マスタープラン区民意見交換会
「練馬区都市計画マスタープラン区民意見交換会～ねりまのまちを語ろう！～」と題して、

公募区民の方に集まっていただき、練馬まちづくりセンターも協力して合計10回ワークシ
ョップを開催しました。

第1回から第6回までは、都市計画マスタープランの分野別まちづくりのテーマに沿って、
第7回から第9回までは7つの地域に分かれて、それぞれ課題を出し合い、それを解決する
ための提案を出してまとめました。

第10回目では、「まとめの会」として、第1回から第9回までの内容を充実するために、
「まちづくりのキーワード（手がかりとなる単語）」を出し合い、提案についてさらに検討し
ました。

左上：区民意見交換会の話合い
上　：区民意見交換会募集ちらし
右上：区民意見交換会ニュース
右下：まとめの会

４ 部会にはどのように意見が伝えられるのですか？ 

以下の様に考えています。※ワークショップと部会のスケジュール（案）は、以下に掲載しています。 

 ①区民意見交換会ニュース等で、ワークショップでの検討の概要を随時伝えていきます。 

 ②５～９月のワークショップの結果は、10 月の「中間のまとめ」に反映します。 

 ③10～11 月のワークショップの結果は、12 月の「地域別指針」に反映します。 

 ④12 月に「まちづくりカルテ」についての会を開催する予定です（ワークショップの日程とは別に

開催します。）。結果は、2 月の素案の検討に反映します。 

 
５ 部会ではどのような検討をしているか知りたいです。 

 部会での検討内容は、その概要を資料としてまとめて、皆さんにお配りしていきます。お互いの検討

内容を共有することで、議論を深めていきたいと考えています。 

 
６ ２回目も同じようなワークショップの進め方ですか？ 

 アンケートでいただいたご意見をもとに、時間配分やグループ割、進め方や会場設営を改善していき

ます。 ※２回目以降は、話合いの時間を十分取れるようにしています。また、３回目は、まちづくりカルテを

まとめていきます。 

スケジュール（案） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 
第 1 回ワークショップ開催！ 

 平成 25 年 5 月 15 日（水）の 18 時 30 分から区役所の 19 階会議室で、練馬区都市計画マスター

プラン区民意見交換会第 1 回ワークショップを開催しました。当日は、54 名の登録者中、45 名の方に

ご参加いただきました。ありがとうございました。 

 ニュース 1 号では、当日やアンケートなどで頂いた質問にお答えするとともに、テーブルごとに話し

合った内容の概要をお知らせします。 

--------------都市計画マスタープラン Q&A---------------- 

１ 今回の見直しは、どういったものになるのでしょうか？ 

 現行の都市計画マスタープランの「中間の見直し」になります。そのため、「目的」「位置づけ」「目

標年次」「目標とするまちの将来像」等はそのまま踏襲します。その上で、10 年間の社会状況の変化や

まちづくりの進ちょく状況などを反映していきます。 

※改定の視点は、「都市計画マスタープラン実施状況報告書」の 3 頁に掲げてあります。 

 
２ どうしてワークショップを開催するのですか？ 

 幅広い皆さまのご意見を伺うため、ワークショップを開催しました。ご意見は、都市計画マスタープ

ランの変更素案の検討を区長から諮問された（平成 25 年 4 月 26 日付）都市計画審議会まちづくり・

提案担当部会（以下「部会」という。）に伝えていきます。部会は、ワークショップでの議論等を踏ま

え、平成 25 年度に変更素案をつくり、区長に答申する予定です。 

※区はワークショップと並行して、まちづくり団体ヒアリング等も実施する予定です。これらの結果も

随時、整理して部会で検討していきます。 

 
３ ワークショップで出された意見はどうまとめるのですか？ 

 部会での素案の検討に活かします。さらに、ワークショップのご意見をもとに「まちづくりカルテ」

を作成します。これはテーマや地域ごとの現状や課題、今後の取り組みをまとめたものです。また、「ま

ちづくりカルテ」を踏まえて、「まちづくりに際して配慮を要する点（案）」を作成し、都市計画マスタ

ープランに反映させていきます。                  （Q＆Aは、4面に続きます） 
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皆様からの 声 募集！感想やご意見などお寄せください！ 

練馬区 環境まちづくり事業本部 都市整備部 都市計画課  電話 03-5984-1534 

ファクス 03-5984-1226 電子メール toshikeikaku@city.nerima.tokyo.jp 

練馬区都市計画マスタープラン
 

区民意見交換会ニュース 

都市計画マスタープラン区民意見交換会練馬のまちを語ろう！～都市計画マスタープランワークショップ～に参加してみませんか？

「めざすまち」や地域について話し合います

　練馬区都市計画マスタープランは、区のまちづくりの基本方針として、平成 13 年に策定し

ました。策定から 10 年以上経過したことから、まちの発展や社会情勢の変化を踏まえて、平

成 26 年度までに改定することとなりました。平成 25 年度は、区民の皆さまのご意見を伺い

ながら、改定マスタープランの素案を策定します。

●「今どうなっている」、「これからどうなってほしい」等をグループに分かれ、話し合います。

　
　①　ともにすむまち＝コミュニティ＆住まいと暮らし・福祉のまちづくり

　②　安全・安心のまち＝防災＆防犯のまちづくり
　③　活動的でにぎわいのあるまち＝産業・観光＆交通のまちづくり

　④　みどりと水のまち＝みどり・水＆農のあるまちづくり

　⑤　環境と共生するまち＝景観＆エコなまちづくり
　⑥　各地域について＝それぞれの地域のまちづくり　　　　　など

●全９回で、第１～３回は ①～②から 1 つ、第４～６回 (9～10 月）は ③～⑤から 1 つ、第７～９回（11～12 月）

　は ⑥の各地域から 1 つ選び、それぞれ 3 回かけて話し合います。（9 日制・第１～３回のみ参加も可）

第 1 回　平成 25 年 5 月 15 日（水）第 2 回　平成 25 年 6 月 12 日（水）第 3 回　平成 25 年 7 月 10 日（水）　　　　第１回は 18：30～20：30
　　　　第２・３回は 18：30～20：15
　　　　場所は練馬区役所本庁舎
　　　　　　※第 4 回以降も平日夜間開催（日程未定）です。定　員　５０名（抽選）        　

申込み方法、問い合わせ先は裏面をご覧ください。
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オ　区政モニター懇談会
練馬区では、区民の皆さまのご意見等を区政に反

映させるために、区政モニター制度を設けています。
その区政モニターの方に、「ねりまらしさ」につ

いて、またそれをどの様にまちづくりに活かし、住
みやすいまちにするか等について、自由にご意見を
いただきました。

カ　まちづくり学生ワークショップ
武蔵大学経済学部の黒岩ゼミの学生対象のワークショップを実施し、「学生」の視点から「練

馬のまち」について普段感じていることを話してもらいました。
グループに分かれ練馬の「良い・悪いところ」や「練馬の魅力をアップする方法」につい

て話合いをしました。最後に「魅力アップ」のアイデアを表すキャッチフレーズを考えました。

区政モニター懇談会（石神井）

話合いの様子

練馬を魅力アップする方法

学生よ
食べつくせ !!
食マチ練馬

ピカピカ
ねりま

100 年
住めるまち

魅了アップのアイデアのキャッチフレーズ



i-12

資

料

編

練馬区都市計画マスタープラン

（3）練馬まちづくりセンター主催のイベント

練馬まちづくりセンターは、区民の主体的な活動を支援するとともに、区民・事業者・行
政を中間的な立場でつなぐ、まちづくりの中間支援組織として、平成18年に開設されました。
今回の都市計画マスタープランの改定にあわせ、区と連携して都市計画マスタープランに関
連した内容に沿ったイベント（事業）を実施しました。

ア　ねりまちコレカラ集会
住民主体のまちづくりの方向性を検討するために平成

25年3月から平成26年3月まで「ねりまちコレカラ集
会」を3回開催しました。

これから10年間の練馬における「住民主体のまちづ
くり＝区民自らが主役となって出来そうなまちづくり」
について考えました。

イ　まちづくり講座
まちづくりに関する情報や学習の機会の提供を目的と

した講座です。
これからのまちづくりの担い手となる若い世代が楽し

みながらまちと関わる方法やそのアイデア等、テーマに
沿ったゲストを招いて事例を紹介しながら、参加者同士
による意見交換を行いました。

ウ　まちづくりカフェ
これからのまちづくりを考える上でのキーワード（手がかりとなる単語）を話題にしてま

ちづくり活動者が一般参加者と一緒に語り合う会です。
まちの魅力のプロデュース方法やまちづくりで活動するための活動拠点等のテーマで、こ

れからのまちづくりにとって大切な住民の役割やまちづくりの実現方向等について語り合い
ました。
 

第2回ねりまちコレカラ集会

まちづくり講座「私たちの居場所づくり」
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（4）まちづくりカルテ

区民意見交換会等で寄せられた都市計画マスタープラン
および区のまちづくりへのご意見等を別冊としてまとめま
した。

前都市計画マスタープランの地域別指針の地域カルテの
「カルテ」を継承し、名称を「まちづくりカルテ～区民意
見交換会等で寄せられた意見および提案のまとめ～」とし
ました。

平成27年（2015年）12月　練馬区

～区民意見交換会等で寄せられた意見および提案のまとめ～

練 馬 区

都 市 計 画

マスタープラン

ま ち づ く り
カ ル テ

まちづくりカルテ


